
 
 
 
 

 2016 夏季一時金・第 1 回集計  

単単純純平平均均 666655,,558811 円円・・11..9999 ヵヵ月月  

 
＜回答状況＞ 

 201６年 201５年 

登録組合数 734 745 
回答組合数 274（37.3％） 256（34.4％） 
  うち上積み獲得 38（13.9%） 43（16.8％） 

うち妥結組合数 101（36.9％） 90（35.2％） 
＜回答内容＞（月数および金額） 

集計方法＆対象 201６年 2015 年（同期） （前年比） 

単純平均 
月数 1.99  1.99  ±0  

額（円）  665,581   700,108  －34,527  

加重平均 
額（円） 670,421  657,772  ＋12,649  

組合員数（人） 44,781  50,669   
＊額または月数のみの報告があるため、双方は連動しません。 

 

＜前年実績と比較可能な組合における回答状況（金額での比較）＞ 
 201６年 201５年 

前年との比較が可能な組合数 151 144 
うち前年額以上の組合 91（60.3%） 93（64.6%） 
 （前年超） 82 83 
 （同 額）     8    10 

 

＜前年実績と比較可能な組合における単純平均額・月数の比較＞ 

 組合数 金額・月数 前年実績 （前年比） 

単純平均 
額（円） 151 688,307 686,296 ＋2,011  

月数 228    2.00    1.99 ＋0.01 

国民春闘共闘委員会（全労連、純中立労組懇、地方共闘などで構成）は６月 10 日、2016 年

の夏季一時金第 1 回集計を行いました。 
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＜集計結果の概要＞ 

 回答引出し・妥結状況 

 2016 年夏季一時金の第 1 回集計（6 月 10 日現在）には、別表の 19 単産・部会から報告が寄せ

られました。 
 登録 734 組合のうち 37.3%にあたる 274 組合が回答を引き出しています。前年同期（2015 年 6
月 5 日現在：256 組合・34.4%）と比べ回答引出し率で 2.9 ㌽上回っています。 
 単産・部会別にみると、回答率 100%の外銀連に、JMITU 通信産業本部（84.6%）、出版労連（80%）、

JMITU（75.4%）、全倉運（66.7%）、民放労連（65.4%）、映演労連（63.6%）が続いています。 
 現時点で、回答引出し組合のうち妥結もしくは妥結方向となっているのは 101 組合で、妥結率は

36.9%となっています。前年同期（90 組合・35.2％）を 1.7 ㌽上回っています。 

全体の回答内容 

 金額回答のあった 164 組合での単純平均額（一組合あたりの平均）は 665,581 円で、加重平均（組

合員一人あたりの平均）は 670,421 円となっています。月数回答のあった 242 組合での単純平均月

数は 1.99 ヵ月となっています。 
 前年同期比をみると額では、単純平均 34,527 円減、加重平均 12,649 円増となり、月数では前年

同月数となっています。 
 そうした中、春闘期に一時金交渉を行った組合を中心に 38 組合（回答引出し組合中 13.9％）が

数字にわたる上積み回答を引き出しています。 
 回答の水準をみると、出版労連の組合が 250 万円超・5 ヵ月分の回答を引き出したのをはじめ、

18 組合が 100 万円以上の高額回答を引き出し、26 組合が 3 ヵ月以上の回答を引き出しています。 
 単産・部会別に平均月数をみると、外銀連、民放労連で 3 ヵ月以上となっているのをはじめ、

JMITU、JMITU 通信産業本部、全倉運、出版労連、映演労連で 2 ヵ月以上となっています。 
額でみると、民放労連、出版労連、映演労連、建交労・鉄道、JMITU 通信産業本部が高水準と

なっています。 
 規模別にみると、「29 人以下」、「30~99 人」が 2 ヵ月以上となっており、中小規模組合での奮闘

が伺える状況となっています。 

前年実績比較可能組合での回答状況 
同一組合での前年実績対比が可能な 151 組合での単純平均額は 688,307 円で、前年実績 686,296

円を 2,011 円上回っています。 
月数で同一組合対比可能な 228 組合の回答状況をみると、今期は 2 ヵ月で、前年実績（1.99 ヵ

月）比 0.01 ヵ月増となっています。 
金額で比較可能な 151組合のうち、60.3%にあたる 91組合が前年実績額以上を実現しています。

このうち、化学一般労連、全印総連、出版労連（各 2 組合）、建交労・建設、JMITU、映演労連の

9 組合が前年実績から 10 万円以上の増額回答を引き出しています。 
月数でみると、比較可能な 228 組合のうち 76.8%にあたる 175 組合が前年実績以上となってお

り、うち 81 組合は前年実績超の回答を引き出しています。 



単産・部会別に月数をみると、JMITU 通信産業本部（対前年同期比＋0.12 ヵ月）化学一般労連

（同＋0.09 ヵ月）、生協労連（同＋0.06 ヵ月）、建設関連労連（同＋0.05 ヵ月）、出版労連（同＋0.03
ヵ月）、映演労連（同＋0.01 ヵ月）で前年実績以上の回答水準となっています。また、建交労では

建設、運輸、鉄道の 3 部会が前年実績額を上回っています。 

非正規雇用で働く仲間の賃上げ状況 
 パートやアルバイト、再雇用など非正規雇用で働く仲間の夏季一時金獲得は、別表の 7 単産 98
組合で 192 件の成果を獲得しています。前年同期（2015 年 6 月 5 日現在：7 単産 83 組合 153 件）

を 15 組合・39 件上回っています。 
 このうち、パートやアルバイト（再雇用・継続雇用で働く仲間を除く）などを中心とした時給制

で働く仲間の一時金獲得は、生協労連（67 件）、日本医労連（24 件）など計 103 件の成果獲得と

なっています。 
 日給制は出版労連で 1 件獲得し、月給制（臨時・準職員・契約社員など）で働く仲間の一時金獲

得は、4 単産で 69 件の成果獲得となっています。回答水準をみると、月数では 55 件平均 1.003 ヶ

月、金額では 17 件平均 116,715 円となっています。 
 また、再雇用・継続雇用で働く仲間の一時金獲得は、5 単産から 19 件（時給制 9 件、月給制 10
件）の報告が寄せられています。時給制では 0.538 ヵ月（8 件平均）・72,796 円（3 件平均）、月額

では 1.283 ヵ月（7 件平均）・83,000 円（4 件平均）となっています。 
 
 
 

 
＜参考＞ 他団体の夏季一時金集計結果 

●連合の夏季一時金（6/1 集計）は以下のとおりです。 
 金額（円） 

集計組合 加重平均 単純平均 

組合数 人数（万） 2016 年 前年実績 2016 年 前年実績 

1,222  94.6  785,459  758,923  539,612  545,086  

月数（ヵ月） 
集計組合 加重平均 単純平均 

組合数 人数（万） 2016 年 昨年実績 2016 年 前年実績 

1,835 151.6  2.47 2.39  2.17  2.12  

 
●日本経団連の夏季一時金妥結集計（大手企業＝6/7 現在）は以下のとおりです。 

 
 
 
 

 

集計対象 
集計 

企業 

加重平均額 単純平均額 

2016 年 前年実績 金額 昨年実績 

大手企業 95 社 927,415 893,941 760,730 739,927 

SSTTOOPP暴暴走走政政治治、、戦戦争争法法廃廃止止！！  壊壊すすなな憲憲法法  

暮暮ららししままももるる共共同同でで、、賃賃上上げげとと雇雇用用のの安安定定、、地地域域活活性性化化  
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